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注意：問題は，必須問題と選択問題にわかれています。必須問題は，受験者全員が必ず解答しなさい。 

選択問題は，５問中１問を選んで解答しなさい。なお，解答はいずれも別紙の解答用紙に記述 

しなさい。 
 
 

 

問題１（必須問題） 

日本における社会問題もしくは生活問題を 1つ取り上げ，その問題に関する現状と課題を述べ，そ
の課題への解決策を 800～1,000 文字以内で提案しなさい。 

 
 

問題２（選択問題） 

次の５つの問いから１つを選択し，400 字から 500字で論じなさい。解答にあたっては，選択し
た問いの番号を解答用紙の所定欄に必ず記入すること。 

 
１．日本の地域福祉計画の策定主体と目的を答えなさい。 

 
２．日本の介護保険制度について，保険者，被保険者，財源，給付の 4 つの側面からこの制度を説

明しなさい。 
 

３．中井久夫の『世に棲む患者』の冒頭に，「統合失調症圏の病を経過した人の社会復帰は，一般に，
社会の多数者の生き方の軌道に，彼らを“戻そう”とする試みである，と思い込まれているのでは
ないだろうか」とある。 

統合失調症を経過した人は，どのように生きることが理想的であると考えるか。自分の考えを述
べなさい。 

   
４．次の文章を読んで，高齢社会についてのあなたの考えを述べなさい。 

句読点など（ ， 。 ・）は１文字とする。 

【著作権の関係により非公表】 
 

出典：令和 7 年度版 高齢社会白書 
      
５．セリエ（Selye,H）が示した「一般適応症候群」の理論について述べた上で，ソーシャルワーカ
ーの専門職として，ストレスを抱えている利用者を支援する際に，「一般適応症候群」の理論の
「疲弊期」において適切な支援を述べなさい。 


